

















































































⑹ 張（2004 : 106）は，典型的な場所賓語と組み合わさるのはこれらの動詞の慣
例的な用法だと指摘した。
⑺ 中国語の“食堂”は主に「学校や職場の福利厚生施設としての食堂」を指して






































































































































































































（岡智之 2007 : 475）のであり，経路と対象のヲ格（賓語）が同じようなイ
メージとして表示されるためであろう。
────────────












































































































































































































の畑で抜く）”“读大学（大学で勉強する）”という表現は 3.4.1の B 類と構造
が似ている。つまり，動作の対象が所在する空間を表し，「容器－中身」
という近接性の関係を示している。しかし，B 類と違って，これらはデ格
に訳さなければならない。同じ構造を持ちながらヲ格にならない理由は何
だろうか。
例えば，中国語には“吃食堂（食堂で食べる）”“吃餐厅（レストランで食
べる）”“吃全聚德（16）（全聚德で食べる）”のような言い方があるが，日本語
に訳す場合はすべてデ格になる。
日本は中国のように家庭での普段の食事を食堂で済ませるという生活ス
タイルが定着していない。そこで，もし食堂と料理との近接性の関係が認
められていないと説明するのであれば，“吃馆子（レストランで食べる）”は
どう説明すればよいかという難しい問題が残る。つまり，メトニミーが成
立するかしないかという点だけでは説明ができないと思われる。加えて，
“吃全聚德”と似ているような言い方は実は日本語にもある。例えば，
────────────
⒃ “全聚德”は北京ダックの老舗である。
３２ 場所賓語に関する一考察
・マクドナルドを食べると眠くなる原因を発見した！対処法も！
（https : //fukumarudesu.com/archives/7150）
・ケンタッキーをクリスマスに食べるのは日本人だけ？？理由を調べ
てみた！
（https : //kome3blog.com/why-japan-celebrates-christmas-with-kfc）
非常に話し言葉的な表現ではあろうが，ファーストフードを代表する「吉
野屋」や「スシロー」についても「吉野家を食べる」「スシローを食べる」
という言い方も観察される。これについては改めて考えてみたい。
4．まとめ
本稿では主に動詞の種類によって現代中国語の場所賓語を分類し，日本
語の格助詞との対応状況について概観した。その対応状況を整理すれば次
のようになる。
意味関係 中国語の動詞 日本語訳の格助詞
起点
方向性の移動動詞の一部
ヲ／カラ格
出発動詞
着点
方向性の移動動詞の一部
ニ／ヘ格
様態性の移動動詞の一部
経路 様態性の移動動詞の一部 ヲ格
経由点 通過動詞 ヲ格
存在する場所 付着・存在を表す動詞 ニ格
方向 方向動詞 ヲ／ニ格（「面する」はニ格のみ）
定着点 動作動詞の一部
ニ格
ニ／ヘ格（同時移動と
郵送・運送を表す動詞のみ）
対象的 動作動詞の一部 ヲ格
原点 動作動詞の一部
ヲ格
デ格
場所賓語に関する一考察 ３３
なお，動詞と場所賓語との組み合わせは，基本的には結びつきごとに対
応する日本語があるが，語には基本的に多義性があるので，両言語が全て
一律に対応するというわけではない。対応関係はずれたり複雑になったり
するので，注意する必要があるだろう。また，本稿では取り扱っていない
が，中国語における空間と移動の表現は介詞や方位詞を媒介とするものも
数多くある。例えば，日本語の「山に行く」を中国語に訳すと，“去山上
 
”
のように方位詞“上”，または“到
 
山上去”のように介詞“到”の助けが
必要になる。それで，日本語との対応関係をより精密に研究するため，方
位詞や介詞との組み合わせ，いわゆる動補構造（17），介詞構造も考量に入
れるべきだと思われる。これを今後の課題としてさらなる研究を進めてい
きたい。
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